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要旨：
【目的】
　鍼が皮膚のコラーゲン量に与える影響を調べることで、美容鍼灸の可能性を広げられるか研究を行った。
【方法】
　健康成人男女９名を対象とした。被験者は、１回目に顔面部外眼角下方３㎝と太陽穴の左右計４か所コラーゲ
ン量の測定を行なった。21日間のウォッシュアウトを挟み、２回目のコラーゲン量測定を行なった後、右顔面部
側を鍼群、反対側を無処置群の２群とし鍼を行なった。さらに21日間のウォッシュアウトを挟み３回目の顔面部
コラーゲン量測定を行なった。統計処理は重複測定―二元配置分散分析を行い、有意判定は５％とした。
【結果】
　外眼角下３㎝は、鍼群では介入21日前、介入前、介入21日後で有意な変化はなかった。太陽穴は、鍼群、無処
置群ともに介入21日前、介入前、介入21日後で有意な変化はなかった。
【考察】
　鍼をすれば必ずしもコラーゲン量が増えるとは言えない結果であった。今後さらなる研究が必要である。
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１．背　景
2006年に日本の代表的な鍼灸専門雑誌である『医
道の日本』に「美容と鍼灸」で特集が組まれた…１）。
そこから2020年４月号までで美容鍼灸の特集は
2011年…２）、2014年…３）、2019年…４）の３回となってい
る。2013年頃までは美容鍼灸の研究も増えてきたが
主観的な評価やアンケート調査…５）６）７）などが多い。
2018年頃からは水分量・油分量・血流量といった
ような客観的評価を調べたものが増えてきた…８）９）。
さらに近年は独自の美容鍼灸が広がっている。美容

鍼灸が学べる鍼灸学校も増え、美容鍼灸を施術に取
り入れる鍼灸院も増えてきた。
一方で、現状の問題点に次の３点があると考え
る。①美容鍼灸に関する知識・技術をよく学ばずに
施術を行っている。②理論・技術的根拠が明確でな
い美容鍼灸施術方法が多くできている。③そもそも
美容鍼灸に関する理論・技術的根拠の研究が十分に
行われていない。
そこで今回、これまで調査されていない鍼刺激と
コラーゲン量の変化に注目し研究を行った。
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２．目　的
美容鍼灸の客観的評価は行われるようになってき
たが、水分量・油分量などは皮膚の角質層の変化で
あり外的影響も受けやすい。鍼はさらに皮膚深層の
真皮層や筋層までアプローチできることから、真皮
層にあるコラーゲン量に与える影響を調べること
で、美容鍼灸の可能性を広げられるか研究を行っ
た。

３．方　法
（１）対　象
あらかじめ実験内容を説明し、同意を得た健康成
人（本校学生・教職員）で皮膚疾患のない人、３日
間参加できる人、期間中に美容鍼を受けない人、美
容整形をしたことがない人、もしくは期間中にする
可能性がない男女９名を対象とした。実施期間は
2019年12月17日から2020年１月28日とした。

（２）測定方法
測定にはCORTEX TECHNOLOGY社のDermaLab 

Comboをもちいた。超音波パルスが異なる皮膚構造
にぶつかると、パルスの一部は反射し、また一部は
皮膚のさらに深部へと透過する。反射した信号が
戻ってきて超音波変器に採取され、強度（振幅）は
色調スケールで表され、暗い色合いの部分は反射が
低い領域を示し、明るい色合いの部分は反射の強い
領域すなわち構造間の密度変化が顕著となる。超音
波スキャンをする部位に少量のジェルを塗布し、プ
ローブを押しあて可能な限りジェルが薄い層になる
ように均一に広げ測定し、真皮全体の超音波エコー
の強度を平均値とし測定した。
１回目に顔面部外眼角下方３㎝と太陽穴の左右計
４か所を測定、21日間のウォッシュアウトを挟み２
回目の測定、さらに21日間のウォッシュアウトを挟
み３回目の測定を行った。測定は各部位２回ずつ行
い平均値をとった。

（３）介入方法
２回目の測定後、右顔面部側を鍼群、反対側を無処
置群の２群とし鍼を行なった。鍼群は外眼角下方３
㎝、陽白穴、太陽穴、地倉穴、大迎穴、頬車穴、下関
穴、百会穴、頭維穴の計９か所にセイリン社製の鍼

15…㎜×0.16㎜を５～10㎜直刺で刺入し15分置鍼した。
統計処理は重複測定―二元配置分散分析を行い、
有意判定は５％とした。

４．倫理的配慮
本研究は、日本医学柔整鍼灸専門学校倫理審査

（課題番号2019-001号）の承認を得て実施してい
る。

５．結　果
（１）外眼角下３㎝
鍼群では介入21日前、介入前、介入21日後で有意
な変化はなかった。鍼群介入21日前の平均値50.79
（±17.98）、介入前56.02（±16.37）、介入21日後48.20
（±14.44）で有意な変化は認められなかった。無処
置群では介入21日前57.11（±17.52）、介入前63.04
（±20.07）、介入21日後48.47（±19.49）と鍼群と同
様に減少傾向がみられた（図１）。ただし、p=0.316
で有意差は認められなかった。

（２）太陽穴
鍼群、無処置群ともに介入21日前、介入前、介入
21日後で有意な変化はなかった。鍼群介入21日前の
平均値88.03（±18.07）、介入前87.77（±18.86）、介
入21日後85.99（±15.35）で有意な変化は認められ
なかった。無処置群介入21日前91.79（±17.84）、介
入前83.94（±17.90）、介入21日後83.74（±13.05）で
変化は認められなかった（図２）。p=0.220で有意差
は認められなかった。

６．考　察
今まで美容鍼灸では創傷治癒の過程でコラーゲン
が増えるとの仮説を用いて、効果の一部を説明する

図１　外眼角下３㎝の平均値と標準偏差値
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ことが多かった。
創傷治癒の過程には①出血凝固期、②炎症期、③
増殖期、④成熟期があると論じられている…10）。炎症
期のマクロファージ（＝貪食細胞）の活動で放出さ
れた物質が刺激となり、線維芽細胞が呼び寄せら
れ、増殖期に修復の主な材料である膠原線維（コ
ラーゲン）が生み出される。線維芽細胞、毛細血管
がコラーゲンを土台とし欠損部を埋める…11）。切創後
２～５日にて上皮細胞結合織の増殖が始まり、６～
10日に至り組織修復機転が著明となり、15日前後で
ほぼ治癒する…12）。またコラーゲンには各型があり、
創傷治癒にはⅠ型コラーゲンとⅢ型コラーゲンが関
与していて増殖時期が異なる…13）。
このような理論を背景に、鍼をすると微細な傷が
つけられ、その治癒過程でコラーゲンが増殖すると
思われてきたが、今回の結果ではコラーゲン量の増
加は認められなかった。
筆者らが行った予備実験では刺鍼翌日にはコラー
ゲン量が減少し、その８日後ごろから減少したコ
ラーゲン量が増加していき、20日後ごろまで刺鍼前
の数値を上回った。治癒する過程には年齢や個人差
もあるので21日よりも前や後でコラーゲン量増加
がみられた可能性もあるが、予備実験であったため
子細な計測はしなかった。
創傷治癒過程でのコラーゲン生成、および予備実
験から、鍼で微細な傷を付けることでコラーゲンが
破壊され減少し、治癒していく過程でコラーゲン量
が増加すると仮説を立てたが、今回の研究で増加は
認められなかった。
外眼角下３㎝の鍼をしていない無処置群でコラー
ゲン量が全員減少した。無処置群に関しては鍼で傷
を付けていないため、傷の治癒過程とは考えにく
い。顔面部片側に刺鍼し血流量を測定した研究では

反対側に変化がみられ、そこでは反対側の血流増加
は体性―自律神経反射により血管を拡張させ血流
を増加させたことによると考察されている…９）。顔面
部の粘弾性を測定した研究では、顔面部片側に円皮
鍼を行い粘弾性の増加をみたが変化はみられなかっ
たが左右差が減少するという結果になった…14）。これ
らを踏まえ、鍼をしない反対側でも何かしらの変化
が起きていることが考えられる。片側だけの施術で
いいのか、両側施術が必要なのか今後検討していき
たい。
皮膚の真皮を構成しているコラーゲン（膠原線
維）、エラスチン（弾力線維）、基質は、真皮の線維
芽細胞によってつくられる。真皮のコラーゲン線維
の量は露光部で加齢とともに顕著に減少する。コ
ラーゲン生成には線維芽細胞の活性化が関わってい
る…15）。本研究結果からは鍼によるコラーゲン量増減
の機序を特定することはできなかった。
今回は一般的に美容鍼灸でよく使用されている経
穴を使用したが、使用穴を再検討し、よりコラーゲ
ン量の変化を引き起こしやすい介入部位を探るこ
と、鍼の刺入角度や鍼の太さによって違いがでるの
か検討することで、今後美容鍼灸の理論・技術的根
拠の研究に必要だと考える。
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図２　太陽穴の平均値と標準偏差値
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